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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成30年7月5日(2018.7.5)

【公開番号】特開2016-110057(P2016-110057A)
【公開日】平成28年6月20日(2016.6.20)
【年通号数】公開・登録公報2016-037
【出願番号】特願2015-104703(P2015-104703)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  21/20     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/377    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   21/20     　　　　
   Ｂ４１Ｊ   29/00     　　　Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成30年5月22日(2018.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録材に画像を形成する画像形成装置において、
　被冷却部を冷却するための冷却手段と、
　前記冷却手段の単位時間当たりの回転数を制御する制御手段と、を有し、
　前記制御手段は、画像形成動作を開始する際の前記冷却手段の回転数を、前記画像形成
動作が開始される前に前記冷却手段が回転していた時間もしくは前記冷却手段が停止して
いた時間に基づき決定し、前記画像形成動作の期間における前記冷却手段の回転数を段階
的に大きくしていくことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記冷却手段が回転していた時間もしくは前記冷却手段が停止してい
た時間が長いほど、前記画像形成動作を開始する際の前記冷却手段の回転数を小さくする
ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記冷却手段が回転していた時間もしくは前記冷却手段が停止してい
た時間が所定の時間よりも長かった場合には、前記画像形成動作を開始する際の前記冷却
手段の回転数を設定可能な回転数のうち最小の回転数に設定することを特徴とする請求項
１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記画像形成動作の期間における前記冷却手段の回転数が設定可能な
回転数のうち最大の回転数に達した場合には、前記最大の回転数を維持することを特徴と
する請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　記録材に画像を形成する画像形成装置において、
　被冷却部を冷却するための冷却手段と、
　前記冷却手段の単位時間当たりの回転数を制御する制御手段と、を有し、
　前記制御手段は、画像形成動作の期間における前記冷却手段の回転数を段階的に大きく
していく周期を、前記画像形成動作が開始される前に前記冷却手段が回転していた時間も
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しくは前記冷却手段が停止していた時間に基づき決定することを特徴とする画像形成装置
。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記冷却手段が回転していた時間もしくは前記冷却手段が停止してい
た時間が長いほど、前記周期を長くすることを特徴とする請求項５に記載の画像形成装置
。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記冷却手段が回転していた時間もしくは前記冷却手段が停止してい
た時間が所定の時間よりも長かった場合には、前記周期を設定可能な周期のうち最大の周
期に設定することを特徴とする請求項５または６に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記画像形成動作が終了した後に、前記冷却手段が前記被冷却部を冷
却する冷却動作を開始する際の前記冷却手段の回転数を、前記画像形成動作が終了した際
の前記冷却手段の回転数に基づき決定することを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１
項に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、前記冷却動作を開始する際の前記冷却手段の回転数を、前記画像形成
動作が終了した際の前記冷却手段の回転数と同じ回転数に設定することを特徴とする請求
項８に記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　記録材に画像を形成する画像形成装置において、
　被冷却部を冷却するための冷却手段と、
　前記冷却手段の単位時間当たりの回転数を制御する制御手段と、を有し、
　第１の画像形成動作が終了した場合、前記制御手段は、前記冷却手段を第１の回転数で
回転させた後、前記冷却手段を前記第１の回転数よりも小さい第２の回転数で回転させ、
　前記冷却手段が前記第１の回転数で回転している期間に第２の画像形成動作が開始する
場合、前記制御手段は、前記冷却手段が前記第２の回転数で回転している期間に前記第２
の画像形成動作が開始する場合に比べて、前記第２の画像形成動作が開始する時の前記冷
却手段の回転数を大きい回転数に設定することを特徴とする画像形成装置。
【請求項１１】
　前記冷却手段が前記第１の回転数で回転している期間に前記第２の画像形成動作が開始
する場合、前記制御手段は、前記冷却手段が前記第１の回転数で回転を開始してから前記
第２の画像形成動作が開始するまでの期間の長さに基づいて、前記第２の画像形成動作が
開始する時の前記冷却手段の回転数を設定することを特徴とする請求項１０に記載の画像
形成装置。
【請求項１２】
　前記冷却手段が前記第１の回転数で回転している期間に前記第２の画像形成動作が開始
する場合、前記制御手段は、前記期間の長さが短いほど、前記第２の画像形成動作が開始
する時の前記冷却手段の回転数を大きい回転数に設定することを特徴とする請求項１１に
記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　前記冷却手段が前記第１の回転数で回転している期間に前記第２の画像形成動作が開始
する場合、前記制御手段は、前記第２の画像形成動作が開始する時の前記冷却手段の回転
数を、前記第２の回転数よりも大きく、かつ前記第１の回転数よりも小さい又は同じ回転
数に設定することを特徴とする請求項１０乃至１２のいずれか１項に記載の画像形成装置
。
【請求項１４】
　前記冷却手段が前記第２の回転数で回転している期間に前記第２の画像形成動作が開始
する場合、前記制御手段は、前記第２の画像形成動作が開始する時の前記冷却手段の回転
数を前記第２の回転数に設定することを特徴とする請求項１３に記載の画像形成装置。
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【請求項１５】
　前記制御手段は、前記第１の画像形成動作が終了した時の前記冷却手段の回転数に基づ
いて、前記第１の回転数を設定することを特徴とする請求項１０乃至１４のいずれか１項
に記載の画像形成装置。
【請求項１６】
　前記第１の画像形成動作が終了した時の前記冷却手段の回転数が所定の回転数よりも小
さい場合、前記制御手段は前記第１の回転数を前記所定の回転数に設定し、前記第１の画
像形成動作が終了した時の前記冷却手段の回転数が前記所定の回転数よりも大きい又は同
じである場合、前記制御手段は前記第１の回転数を前記第１の画像形成動作が終了した時
の回転数と同じ回転数に設定することを特徴とする請求項１５に記載の画像形成装置。
【請求項１７】
　前記制御手段は、前記第２の画像形成動作を実行している間に、前記冷却手段の回転数
を徐々に大きくすることを特徴とする請求項１０乃至１６のいずれか１項に記載の画像形
成装置。
【請求項１８】
　前記第２の画像形成動作を実行している間に、前記冷却手段の回転数が設定可能な回転
数のうち最大の回転数に到達した場合、前記制御手段は前記冷却手段の回転数を前記最大
の回転数に維持することを特徴とする請求項１７に記載の画像形成装置。
【請求項１９】
　前記制御手段は、前記冷却手段を前記第２の回転数で所定の時間回転させた後、前記冷
却手段の回転を停止させることを特徴とする請求項１０乃至１８のいずれか１項に記載の
画像形成装置。
【請求項２０】
　前記冷却手段が回転を停止している期間に前記第２の画像形成動作が開始する場合、前
記制御手段は、前記第２の画像形成動作が開始する時の前記冷却手段の回転数を前記第２
の回転数に設定することを特徴とする請求項１９に記載の画像形成装置。
【請求項２１】
　前記第２の回転数は、前記制御手段が設定可能な回転数のうち最小の回転数であること
を特徴とする請求項１４または２０に記載の画像形成装置。
【請求項２２】
　ＦＥＴによってスイッチング動作を行うことにより直流電圧を生成する電源を備え、
　前記被冷却部は、前記ＦＥＴであることを特徴とする請求項１乃至２１のいずれか１項
に記載の画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　（１）記録材に画像を形成する画像形成装置において、被冷却部を冷却するための冷却
手段と、前記冷却手段の単位時間当たりの回転数を制御する制御手段と、を有し、前記制
御手段は、画像形成動作を開始する際の前記冷却手段の回転数を、前記画像形成動作が開
始される前に前記冷却手段が回転していた時間もしくは前記冷却手段が停止していた時間
に基づき決定し、前記画像形成動作の期間における前記冷却手段の回転数を段階的に大き
くしていくことを特徴とする画像形成装置。
　（２）記録材に画像を形成する画像形成装置において、被冷却部を冷却するための冷却
手段と、前記冷却手段の単位時間当たりの回転数を制御する制御手段と、を有し、前記制
御手段は、画像形成動作の期間における前記冷却手段の回転数を段階的に大きくしていく
周期を、前記画像形成動作が開始される前に前記冷却手段が回転していた時間もしくは前
記冷却手段が停止していた時間に基づき決定することを特徴とする画像形成装置。
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　（３）記録材に画像を形成する画像形成装置において、被冷却部を冷却するための冷却
手段と、前記冷却手段の単位時間当たりの回転数を制御する制御手段と、を有し、第１の
画像形成動作が終了した場合、前記制御手段は、前記冷却手段を第１の回転数で回転させ
た後、前記冷却手段を前記第１の回転数よりも小さい第２の回転数で回転させ、前記冷却
手段が前記第１の回転数で回転している期間に第２の画像形成動作が開始する場合、前記
制御手段は、前記冷却手段が前記第２の回転数で回転している期間に前記第２の画像形成
動作が開始する場合に比べて、前記第２の画像形成動作が開始する時の前記冷却手段の回
転数を大きい回転数に設定することを特徴とする画像形成装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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